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理
事
長
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利
　
正
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関
東
地
方
は
、
例
年
よ
り
ず
っ
と
早
く
、
６
月

中
に
梅
雨
明
け
し
、
７
月
は
「
酷
暑
」
と
称
さ
れ

る
暑
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
広
島
、

岡
山
、
愛
媛
の
３
県
な
ど
、
西
日
本
の
広
い
地
域

で
「
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
」
豪
雨
と
そ
れ
に
と
も
な
う

洪
水
や
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
日
常
生
活
の
回
復
に
際
し
て
、
大
き
な
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
長
引
く
断
水
と
の
こ
と
で
す
。
水
道
は
多
く
の

場
合
自
治
体
が
経
営
す
る
公
共
企
業
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
維
持
・

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
の
少
な
い
地
域
の
水
道
設
備
が
土
砂

崩
れ
で
破
壊
さ
れ
る
と
、
そ
の
修
復
は
大
変
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
の
家
に
は
今
も
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
私
が
現
住
地

の
世
田
谷
区
に
移
っ
て
き
た
の
は
中
学
２
年
の
時
で
、
約
60
年
前
の

こ
と
で
す
。
引
っ
越
し
て
来
た
当
時
、
わ
が
家
に
は
、
水
道
も
ガ
ス

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
食
事
の
支
度
や
洗
濯
、
風
呂
に
も
井
戸
水

を
使
い
ま
し
た
。
時
が
経
っ
て
家
に
水
道
が
引
か
れ
ま
し
た
が
、
父

は
井
戸
を
残
し
ま
し
た
。
私
も
引
き
継
い
で
、
家
を
建
て
直
し
た
後

も
、
庭
の
植
物
の
水
や
り
に
毎
日
井
戸
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
以
前
は
井
戸
が
あ
っ
た
近
所
の
家
で
、
現
在
も
使
っ
て
い
る
お

宅
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
す
。

　

私
が
井
戸
を
使
い
続
け
て
き
た
理
由
は
、
庭
の
水
や
り
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
大
地
震
の
よ
う
な
災
害
の
時
に
も
水
を
確
保
し
た
い
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
電
気
さ
え
あ
れ
ば
水
が
使
え
る
こ
と
は
、
や
は

り
心
強
い
こ
と
で
す
。
近
い
将
来
に
起
こ
る
と
さ
れ
る
大
地
震
に
備

え
る
た
め
に
井
戸
を
維
持
す
る
必
要
性
を
、
今
回
の
豪
雨
災
害
を
通

し
て
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
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豪
雨
と
断
水

●
本
年
度
の
聖
句

　�

わ
た
し
は
、
あ
な
た
た
ち
の
た
め
に
立
て
た
計
画
を
よ
く
心
に
留

め
て
い
る
、
と
主
は
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
平
和
の
計
画
で
あ
っ
て
、

災
い
の
計
画
で
は
な
い
。
将
来
と
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
エ
レ
ミ
ヤ
書
』
29
章
11
節
）
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社
会
福
祉
法
人
改
革
へ
の
対
応
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、役
員
及

び
評
議
員
か
ら
の
意
見
を
法
人
経
営
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

◎
法
人
本
部

　

①
法
人
の
経
営
環
境
、組
織
風
土
を
考
慮
し
、人
事
制
度
を
再
設
計

し
ま
し
た
。
②
制
度
改
革
に
関
す
る
研
修
等
に
参
加
し
ま
し
た
。ま

た
、役
員
報
酬
を
見
直
し
役
員
賠
償
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。
③
９

月
に
池
袋
で
法
人
親
睦
会
を
実
施
し
、多
数
の
役
員
・
評
議
員
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

◎
泉
の
家

　

①
利
用
者
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
支
援
を
行
い
、利
用
者

の
笑
顔
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
②
職
員
全
員
に
よ
る
清
掃

「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」を
毎
月
実
施
し
、備
品
等
を
丁
寧
に
扱
う
こ
と

を
徹
底
し
ま
し
た
。
③
い
ず
み
の
う
た
〝～
絆
～
〟が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
で
完
成
し
、３
月
の
成
城
音
楽
祭
で
発
表
で
き
ま
し
た
。

◎
岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム
・
玉
堤
分
場

　

①
個
別
支
援
計
画
書
作
成
に
際
し
て
は
、聞
き
取
り
の
機
会
と
策

定
会
議
を
増
や
し
ま
し
た
。
②
利
用
者
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明

を
入
職
時
に
職
員
一
人
一
人
に
行
い
ま
し
た
。
③
災
害
時
・
緊
急
時

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
追
加
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

◎
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
お
か
も
と

　

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
が
、生
活
に
役
立
っ
て
い
る
か
、モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。世
田
谷
区
３
事
業
所
の
契
約
総
数
は
52
件

と
な
り
、新
規
利
用
契
約
３
件
、サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
は
新
規
・
継

続
合
わ
せ
て
52
件
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
80
件
行
い
ま
し
た
。

◎
コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た

　

入
札
の
結
果
、建
築
工
事
業
者
は
㈱
今
西
組
に
決
ま
り
、２
０
１
８

年
９
月
の
建
築
工
事
竣
工
に
向
け
、設
計
・
建
築
業
者
・
泉
会
の
三

者
で
、工
事
の
進
捗
状
況
や
内
容
の
検
討
な
ど
を
毎
月
２
回
実
施
し

ま
し
た
。ま
た
、事
業
開
始
に
向
け
、要
員
計
画
、事
業
内
容
、建
物
の

設
備
や
備
品
な
ど
検
討
会
を
毎
週
定
期
的
に
行
い
ま
し
た
。

◎
日
の
出
舎

　

①
職
員
配
置
、勤
務
体
制
等
の
最
適
化
を
図
り
、加
齢
等
に
よ
る
介

助
量
の
増
加
に
必
要
な
改
善
を
図
り
ま
し
た
。
②
利
用
者
日
課
の
基

幹
と
な
る
創
作
的
活
動
の
個
別
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、支
援
を
見
直

し
ま
し
た
。
③
健
康
面
の
課
題
を
主
と
し
て
、専
門
職
と
運
動
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
、口
腔
支
援
の
習
慣
化
、白
癬
菌
対
策
等
の
支
援
対
応

を
行
い
ま
し
た
。

◎
就
労
日
の
出
舎

　

利
用
者
支
援
で
は
、意
欲
や
生
産
性
の
向
上
を
期
し
て
、障
が
い
特

性
に
合
わ
せ
た
作
業
内
容
と
環
境
を
調
整
し
、一
泊
旅
行
や
職
場
会

議
を
社
会
生
活
力
の
支
援
の
機
会
と
し
ま
し
た
。製
品
販
売
で
は
森

林
認
証
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
の
取
得
等
で
取
引
先
も
増
え
、年
間
売
上
約
１
，

８
６
７
万
円
。工
賃
総
額
約
１
，１
７
１
万
円
で
、平
均
工
賃
３
６
，

９
４
７
円
と
な
り
ま
し
た
。安
全
面
で
は
定
期
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
実
施
し
ま
し
た
。課
題
は
一
般
就
労
に
つ
な
ぐ
支
援
で
す
。

◎
相
談
日
の
出
舎

　

①
虐
待
事
例
と
思
わ
し
き
案
件
の
対
応
は
法
令
を
順
守
し
て
い
ま

す
。ま
た
、必
要
に
応
じ
注
意
喚
起
や
虐
待
予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
し
た
。
②
自
立
支
援
協
議
会
や
西
多
摩
地
域
相
談
支
援
連
絡
会
で

得
た
情
報
を
相
談
員
同
士
で
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
利
用
者
へ
の
情

報
提
供
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◎
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み

　

①
利
用
者
本
人
の
意
思
決
定
が
し
や
す
い
よ
う
情
報
提
供
し
、メ

リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
な
が
ら
話
し
合
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

②
利
用
者
と
避
難
訓
練
後
の
振
り
返
り
を
行
っ
た
結
果
、利
用
者
の

意
見
で
、避
難
先
を
よ
り
避
難
し
や
す
い
広
域
避
難
場
所
に
変
更
し

ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度

決
算
報
告

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 0
障害福祉サービス事業収益 0
経常経費寄付金収入 973,400

サービス活動収益計 (1) 973,400
費用
人件費 3,431,501
事業費 19,697
事務費 6,230,868
減価償却費 209,555

サービス活動費用計 (2) 9,891,621
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 8,918,221

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 0
受取利息配当金収益 5,723
その他のサービス活動外収益 431,340

サービス活動外収益計 (4) 437,063
費用
その他のサービス活動外費用 0

サービス活動外費用計 (5) 0
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 437,063

経常増減差額 (7=3+6) △ 8,481,158
特別増減の部
収益
施設整備等寄付金収益 700,000
拠点区分間繰入金収益 17,000,000
      特別収益計 (8) 17,700,000
費用
拠点区分間繰入金費用 66,999,455
      特別費用計 (9) 66,999,455
  特別増減差額 (10=8-9) △ 49,299,455
当期活動増減差額 (11=7+10) △ 57,780,613
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額 (12) 36,191,025
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) △ 21,589,588
その他の積立金取崩額 87,079,082
　　施設整備等積立金取崩額 46,945,560
　　施設運営費積立金取崩額 40,133,522
その他の積立金積立額 28,384,082
　　施設整備積立金積立額 28,384,082
次期繰越活動増減差額 37,105,412
　施設運営費積立金積立額 0
次期繰越活動増減差額 37,105,412

科目 金額
資産の部

流動資産 310,311,216
固定資産 1,236,708,345
基本財産 834,806,430
その他の固定資産 401,901,915
資産の部合計 1,547,019,561

負債の部
流動負債 75,235,065
固定負債 80,923,136
負債の部合計 156,158,201

純資産の部
基本金 167,037,230
国庫補助金等特別積立金 473,372,388
その他の積立金 184,384,082
次期繰越活動増減差額 566,067,660
純資産の部合計 1,390,861,360
負債及び純資産の部合計 1,547,019,561

科目 金額
サービス活動増減の部
　サービス活動収益 792,246,126
　サービス活動費用 783,931,465
　サービス活動増減差額 8,314,661
サービス活動外増減の部
　サービス活動外収益 4,447,556
　サービス活動外費用 872,000
　サービス活動外増減差額 3,575,556
経常増減差額 11,890,217
特別増減の部
　特別収益 39,242,859
　特別費用 39,156,278
　特別増減差額 86,581
当期活動増減差額 11,976,798
繰越活動増減差額
　前期繰越活動増減差額 515,395,862
　当期末繰越活動増減差額 527,372,660
　基本金取崩額 0
　その他の積立金取崩額 87,079,082
　その他の積立金積立額 48,384,082
　次期繰越活動増減差額 566,067,660

科目 金額

事業活動による収支

　事業活動収入 796,693,682

　事業活動支出 748,093,556

　事業活動資金収支差額 48,600,126

施設整備等による収支

　施設整備等収入 39,524,859

　施設整備等支出 87,470,973

　施設整備等資金収支差額 △ 47,946,114

その他の活動による収支

　その他の活動収入 87,407,232

　その他の活動支出 53,147,290

その他の活動資金収支差額 34,259,942

予備費支出 0

当期資金収支差額合計 34,913,954

前期末支払資金残高 230,831,521

当期末支払資金残高 265,745,475

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 5,348,728
障害福祉サービス事業収益 196,225,098
　　自立支援給付費収益 2,077,104
　　補助金事業収益（公費） 1,044,130
　　受託事業収益（公費） 192,912,804
　　その他の事業収益 191,060
経常経費寄付金収入 303,323
その他の収益 0

サービス活動収益計 (1) 201,877,149
費用
人件費 127,273,974
事業費 20,849,616
事務費 55,651,461
就労支援事業費用 5,545,148
減価償却費 154,743

サービス活動費用計 (2) 209,474,942
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 7,597,793

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 0
その他のサービス活動外収益 143,210

サービス活動外収益計 (4) 143,210
費用
その他のサービス活動外費用 22,000
　雑損失 22,000

サービス活動外費用計 (5) 22,000
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 121,210
経常増減差額 (7=3+6) △ 7,476,583
特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 0
      特別収益計 (8) 0
費用
固定資産売却損・処分損 0
拠点区分間繰入金費用 0
その他の特別損失 0
      特別費用計 (9) 0

  特別増減差額 (10=8-9) 0

当期活動増減差額 (11=7+10) △ 7,476,583
繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 (12) 27,628,970
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 20,152,387
次期繰越活動増減差額 20,152,387

サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 17,620,183
障害福祉サービス事業収益 396,098,723
　自立支援給付費収益 289,825,130
　利用者負担金収益 466,747
　補足給付費収益 7,472,235
　特定費用収益 27,840,729
　その他の事業収益 70,493,882
経常経費寄付金収入 427,000
その他の収益 3,468

サービス活動収益計 (1) 414,149,374
費用
人件費 249,939,815
事業費 48,612,205
事務費 53,372,101
就労支援事業費用 18,677,911
減価償却費 47,341,289
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 21,143,152

サービス活動費用計 (2) 396,800,169
サービス活動増減差額 (3=1-2) 17,349,205

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 45,027
その他のサービス活動外収益 922,101

サービス活動外収益計 (4) 967,128
費用
支払利息 0
その他のサービス活動外費用 0

サービス活動外費用計 (5) 0
　サービス活動外増減差額 (6=4-5) 967,128
経常増減差額 (7=3+6) 18,316,333

特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 0
事業区分間固定資産移管収益 0

      特別収益計 (8) 0
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 113,419
国庫補助金等特別積立金積立額 0
拠点区分間繰入金費用 9,700,000
その他の特別損失 0
      特別費用計 (9) 9,813,419
  特別増減差額 (10=8-9) △ 9,813,419

当期活動増減差額 (11=7+10) 8,502,914
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額 (12) 455,630,713
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 464,133,627
その他の積立金積立額 20,000,000
次期繰越活動増減差額 444,133,627

本部� （単位：円） 法人合計貸借対照表の要旨� （単位：円）法人合計事業活動計算書の要旨�（単位：円）法人合計資金収支計算書の要旨�（単位：円）
サービス活動増減の部

収益
就労支援事業収益 6,764,545
障害福祉サービス事業収益 167,509,483
　自立支援給付費収益 99,361,420
　利用者負担金収益 334,746
　特定費用収益 2,852,880
　その他の事業収益 64,960,437
経常経費寄付金収入 354,286
その他の収益 0

サービス活動収益計 (1) 174,628,314
費用
人件費 94,043,750
事業費 14,283,101
事務費 49,151,299
就労支援事業費用 6,847,453
減価償却費 14,981,532
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 12,283,041

サービス活動費用計 (2) 167,024,094
サービス活動増減差額 (3=1-2) 7,604,220

サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 850,000
受取利息配当金収益 8,030
その他のサービス活動外収益 2,042,125

サービス活動外収益計 (4) 2,900,155
費用
支払利息 850,000
その他のサービス活動外費用 0

サービス活動外費用計 (5) 850,000
サービス活動外増減差額 (6=4-5) 2,050,155

経常増減差額 (7=3+6) 9,654,375
特別増減の部

収益
施設整備等補助金収益 4,668,859
      特別収益計 (8) 4,668,859
費用
資産評価損 0
固定資産売却損・処分損 1
国庫補助金等特別積立金取崩額（除去等） △ 1
国庫補助金等特別積立金積立額 4,668,859
拠点区分間繰入金費用 7,300,000
その他の特別損失 500,000
　　特別費用計 (9) 12,468,859
　特別増減差額 (10=8-9) △ 7,800,000

当期活動増減差額 (11=7+10) 1,854,375
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額 (12) △ 4,054,846
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) △ 2,200,471
その他の積立金積立額 0
次期繰越活動増減差額 △ 2,200,471

泉の家� （単位：円）岡本福祉作業ホーム� （単位：円）
事業活動計算書

日の出舎� （単位：円）
泉の家 定員 現員

利用人数　

生活介護 20 名 22 名

就労移行支援 6 名 0 名

就労継続 B 型 25 名 23 名

平均工賃　 就労継続 B 型 14,107 円

岡本ホーム 定員 現員

利用人数　

生活介護 24 名 27 名

就労移行支援 6 名 0 名

就労継続 B 型 10 名 10 名

平均工賃　 就労継続 B 型 9,013 円

玉堤分場 定員 現員

利用人数　
就労移行支援 6 名 5 名

就労継続 B 型 13 名 13 名

平均工賃　 就労継続 B 型 16,372 円

日の出舎 定員 現員

利用人数　

施設入所 45 名 45 名

生活介護 55 名 51 名

就労継続 B 型 20 名 26 名

平均工賃　 就労継続 B 型 36,947 円

グループホーム
のぞみ

定員 現員

ユニットのぞみ・いずみ 6 名 6 名

2018年 3月末日現在

事
業
報
告

コイノニアかみきた� （単位：円）
サービス活動増減の部

収益
就労支援事業収益 0
障害福祉サービス事業収益 775,085
　補助金事業収益（公費） 775,085
　その他の事業収益 0
経常経費寄付金収入 0
その他の収益 0

サービス活動収益計 (1) 775,085
費用
人件費 0
事業費 0
事務費 897,835
就労支援事業費用 0
減価償却費 0

サービス活動費用計 (2) 897,835
サービス活動増減差額 (3=1-2) △ 122,750

サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 0
その他のサービス活動外収益 0
サービス活動外収益計 (4) 0
費用
その他のサービス活動外費用

サービス活動外費用計 (5) 0
　サービス活動外増減差額 (6=4-5) 0

経常増減差額 (7=3+6) △ 122,750
特別増減の部

収益
施設整備等補助金収益 33,874,000
拠点区分間繰入金収益 66,999,455
      特別収益計 (8) 100,873,455
費用
固定資産売却損・処分損 0
国庫補助金等特別積立金積立額 33,874,000
その他の特別損失 0
      特別費用計 (9) 33,874,000
  特別増減差額 (10=8-9) 66,999,455

当期活動増減差額 (11=7+10) 66,876,705
繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 (12) 0
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 66,876,705
次期繰越活動増減差額 66,876,705

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 (12) 0 
当期末繰越活動増減差額 (13=11+12) 66,876,705
次期繰越活動増減差額 66,876,705 
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今
年
度
の
新
任
研
修
は
、
６
月
18
日
に

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
９
名
は
、
５
月

に
所
属
エ
リ
ア
の
事
業
所
見
学
を
済
ま
せ
、

当
日
は
、
日
の
出
の
職
員
は
世
田
谷
エ
リ
ア

を
、世
田
谷
の
職
員
は
日
の
出
エ
リ
ア
を
見

学
し
、給
食
を
摂った
の
ち
、調
布
市
文
化

会
館
た
づ
く
り
の
会
議
室
に
集
まって
、講

義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

日
の
出
エ
リ
ア
か
ら
は
４
名
の
新
人
職

員
が
世
田
谷
エ
リ
ア
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。４
名
中
３
名
は
世
田
谷
エ
リ
ア
の
見

学
が
初
め
て
で
、日
の
出
エ
リ
ア
と
の
立
地

の
違
い
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。玉
堤
分
場
、

泉
の
家
、岡
本
ホ
ー
ム
の
順
に
見
学
説
明

を
受
け
、活
動
内
容
や
支
援
内
容
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昼
食
は
岡
本
ホ
ー

ム
で
利
用
者
と一緒
に
頂
き
、交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。世
田
谷
エ
リ
ア
の

新
人
職
員
５
名
は
日
の
出
エ
リ
ア
を
初
め

て
見
学
し
ま
し
た
。世
田
谷
エ
リ
ア
に
は

入
所
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
な
い
た

め
、参
加
し
た
新
人
職
員
は
興
味
深
く

説
明
を
聞
き
、積
極
的
に
質
問
を
す
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
で
は
木
工
作
業
で
使
う
さ
ま
ざ

ま
な
機
械
や
、資
材
製
品
を
格
納
す
る

大
き
な
コン
テ
ナ
等
、日
の
出
舎
が
長
年
の

間
で
作
り
上
げ
た
大
規
模
な
設
備
と
、利

用
者
が
関
わ
り
や
す
い
作
業
環
境
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

見
学
後
、調
布
文
化
会
館
会
議
室
に

会
場
を
移
し
、全
員
で
泉
会
の
歴
史
や
、

理
念
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、そ
の
後
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

事
務
局
長
よ
り
、泉
会
の
歴
史
か
ら
学

ぶ
こ
と
、組
織
人
と
し
て
意
識
し
て
ほ
し
い

こ
と
、気
持
ち
の
良
い
人
間
関
係
を
築
く

に
は
、等
に
つい
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
長
か
ら
、福
祉
を
取
り
巻
く
環

境
の
説
明
が
あ
り
、法
人
全
体
の
発
展
を

目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、泉

会
の一員
と
し
て
心
に
留
め
て
お
い
て
ほ
し

い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、聖
書
に
お

け
る「
隣
人
愛
」、内
村
鑑
三
の「
天
職
」に

つい
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。「
目
の
前
に

あ
る
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
る
う
ち
に
、

そ
の
仕
事
が
天
職
に
な
る
」と
て
も
深
い

話
で
す
。

講
義
の
後
は
、２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
利
用
者
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」か
ら
よ

く
あ
る
場
面
を
シ
ナ
リ
オ
に
し
、利
用
者

役
・
職
員
役
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
役
で
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
行
い
ま
し
た
。実
際
に
そ
の
場

面
を
演
じ
て
み
る
と
、気
づ
く
こ
と
や
感

じ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、グ
ル
ー
プ
内

で
の
振
り
返
り
で
は
た
く
さ
ん
の
意
見
交

換
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

研
修
後
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
か
ら

は
、入
職
後
３
か
月
経
ち
、自
分
の
支
援

を
振
り
返
る
機
会
に
な
って
い
た
り
、チ
ー

ム
で
支
援
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
た
り
、利
用
者
に
笑
顔
で
い
て
ほ
し
い
な

ど
、多
く
の
気
付
き
や
学
び
を
得
た
こ
と

が
伺
わ
れ
ま
し
た
。�

（
研
修
分
科
会
）

泉会　新任職員紹介 ２０１８年度

鳥畑　愛
日の出舎・支援員

利用者自身が安全に生活
でき、楽しくすごしてもらえ
るよう支えることのできる職
員になりたいです。

「どんな職員になりたいですか？」

櫻井　しおり
泉の家・支援員

利用者からも職員からも信
頼されるような職員になりた
いです。

「どんな職員になりたいですか？」

本田　奈美
泉の家・支援員

出会えてよかったと思っても
らえるような職員になりたい
です。

「どんな職員になりたいですか？」

木村　賢幸
泉の家・支援員

利用者と信頼関係を築き細か
な体調の変化などを見逃さず
に楽しく過ごせる環境が作れ
るような職員になりたいです。

「どんな職員になりたいですか？」

丸山　しいな
岡本ホーム・支援員

安心される職員になりたいで
す。「一緒にいると安心」と
思っていただけるように信頼
関係を築いていきたいです。

「どんな職員になりたいですか？」

松本　清楓
岡本ホーム・支援員

利用者やご家族、職員か
ら「あなたなら任せられる」
と信頼していただけるような
職員になりたいです。

「どんな職員になりたいですか？」

栗田　由紀
日の出舎・支援員

利用者の意思や想いに寄り
添って支援し、安心感を持
っていただけるような職員で
ありたいです。

「どんな職員になりたいですか？」

竹内　冬美
日の出舎・支援員

利用者の気持ちを適度に
汲みながら、ほど良い距離
を置き、誠意を持って対応
できる職員になりたいです。

「どんな職員になりたいですか？」

常井　洸貴
日の出舎・支援員

仲睦まじい良好な関係と互いの安
心安全・安楽に加えて、安寧を根
幹とした質の高い介助と職員の発
言も尊重できる職員になりたいです。

「どんな職員になりたいですか？」

２
０
１
８
年
度  

法
人
新
人
研
修

コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た
で
は
世
田
谷
区
に

協
力
い
た
だ
き
、世
田
谷
区
報
へ
の
掲
載
や

区
内
施
設
への
案
内
な
ど
を
通
じ
て
、本
年

６
月
か
ら
新
規
利
用
者
の
募
集
を
始
め
て

い
ま
す
。新
し
い
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
って

か
、募
集
初
日
か
ら
数
多
く
の
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。特
に
共
同
生
活
援
助

に
つい
て
の
問
い
合
わ
せ
は
多
く
、必
要
と
し

て
い
る
方
が
多
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

日
中
活
動
の
場
で
あ
る
生
活
介
護
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
に
つい
て
は
、
来
年
４
月
か
ら

の
入
所
を
検
討
し
て
い
る
学
生
さ
ん
か
ら
実

習
の
受
け
入
れ
を
行
って
い
ま
す
。
建
物
の
竣

工
が
９
月
中
旬
の
予
定
で
、現
在
建
築
中
の
た

め
、実
習
は
岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム
と
泉
の
家

で
行
って
い
ま
す
。
コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た
で
の

実
習
が
出
来
な
い
た
め
、実
習
生
の
方
に
は
実

際
の
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
自
分
の
ペ
ー
ス
で
実

習
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、区
内
の
他
施
設
に
通
って
い
る
方
に

つ
い
て
は
、職
員
が
施
設
へ
訪
問
し
、現
在
の

施
設
で
の
活
動
の
様
子
を
確
認
し
て
、今
後

の
実
習
の
方
法
や
時
期
に
つい
て
個
別
に
相

談
し
て
い
ま
す
。特
に
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
パ
ン
の
製
造
や
販
売

に
興
味
が
あ
る
」と
い
う
声
が
多
く
、建
物

竣
工
後
に
実
際
の
厨
房
で
の
実
習
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
も
お
り
ま
す
。

各
事
業
の
活
動
内
容
等
は
以
下
の
通
り

で
す
。

（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
）

定
員
30
名　

活
動
内
容　

水
耕
栽
培　

パ
ン
工
房
・
店
舗
業
務
等

（
生
活
介
護
）

定
員
20
名　

活
動
内
容　

創
作
活
動

　

音
楽
活
動　

余
暇
活
動　

運
動
等

（
共
同
生
活
援
助
）

定
員　
４
名
×２
ユニッ
ト　
　

計
８
名

事
業
内
容　

食
事
の
提
供
や
入
浴
支
援

金
銭
管
理
、健
康
管
理
の
お
手
伝
い
等

各
事
業
と
も
世
田
谷
区
在
住
の
各
種
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す
。

　
（
越
川　

則
行
）

  

コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た

調布市文化会館「たづくり」にて集合写真

皆、真剣な表情で聴いています
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世田谷エリア施設だより日の出エリア施設だより

　

地
元
で
フ
ァ
ン
も
増
え
て
い
る
分
場

ク
ッ
キ
ー
。
多
く
の
作
業
工
程
の
最
後

に
、
ク
ッ
キ
ー
袋
に
ラ
ベ
ル
を
付
け
る

作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
ラ
ベ
ル
裏
の
両

面
テ
ー
プ
を
は
が
し
、
ク
ッ
キ
ー
を
割

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
つ
つ
、
袋
の

中
央
に
貼
る
作
業
は
大
変
細
や
か
で
す
。

ス
ケ
ー
ラ
ー（
歯
科
用
の
道
具
）や
、ク
ッ

キ
ー
立
て
（
空
き
箱
を
利
用
）、
ス
ペ
ー

ス
の
工
夫
な
ど
を
加
え
る
事
で
作
業
に

参
加
で
き
る
利
用
者
も
増
え
て
賑
や
か

に
。
皆
の
努
力
と
笑
顔
が
加
わ
っ
て
完

成
す
る
ク
ッ
キ
ー
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お

い
し
い
の
で
す
。�

（
木
村　

有
希
子
）

　

Ｇ
Ｈ
の
ぞ
み
６
月
の
誕
生
日
会
を
行

い
ま
し
た
！
の
ぞ
み
の
誕
生
日
会
は
、

誕
生
日
の
人
が
夕
食
を
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
食
べ
た
い
も
の
を
み
ん
な
で
食
べ
ま

す
。
今
回
は
お
寿
司
！
近
く
の
回
転
寿

司
屋
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
購
入
！
普

段
は
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
お
寿
司

を
食
べ
ら
れ
て
み
ん
な
笑
顔
に
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
み
ん
な
で
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
を
食
べ
て
、
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま

し
た
！
７
月
に
は
女
性
３
名
の
誕
生
日

が
控
え
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
で
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で

す
。�

（
麦
島　

汐
音
）

に
お
菓
子
作
り
担
当
職
員
と
担
当
利
用

者
で
打
ち
合
せ
を
し
ま
し
た
。打
ち
合
わ

せ
で
は
「
勝
手
に
二
色
ゼ
リ
ー
」「
カ
ス

テ
ラ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」を
作
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。ま
た
担
当
だ
け
で
は
み

ん
な
の
分
（
勝
手
に
２
色
ゼ
リ
ー
80
人

前
、カ
ス
テ
ラ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
１
１
０

人
前
）を
作
れ
な
い
の
で
、一
緒
に
作
っ

て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
し
た
。６
月
29

日
（
金
）イ
ベ
ン
ト
当
日
は
利
用
者
職

員
合
わ
せ
て
14
名
で
調
理
を
行
い
ま
し

た
。私
は
ゼ
リ
ー
を
作
る
担
当
で
鍋
に
オ

レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
と
砂
糖
を
入
れ
て
か

き
混
ぜ
た
り
、ゼ
ラ
チ
ン
を
溶
か
し
た
り

し
ま
し
た
。試
食
の
時
間
で
は
み
な
さ
ん

黙
々
と
食
べ
て
く
れ
た
の
で
「
美
味
し

く
で
き
た
ん
だ
」と
思
い
、う
れ
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。今
年
は
も
う
１

回
、１
月
に
お
菓
子
作
り
イ
ベ
ン
ト
行
う

予
定
な
の
で
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
口
述
筆
記　

中
村　

竜
太
）

き
な
段
差

が
あ
っ
た

の
で
す

が
、
そ
こ

も
ス
ロ
ー

プ
を
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
ホ
テ
ル
三
日
月
を
出
発
し

て
、鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
へ
い
き
ま
し

た
。イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
と
シ
ャ
チ
の

シ
ョ
ー
を
み
て
車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
も

あ
っ
た
の
で
と
て
も
見
や
す
か
っ
た
で

す
。観
光
バ
ス
も
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
で
感

動
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
色
ん
な
と
こ
ろ

に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

利
用
者　

故
長
井　

桜
さ
ん

　

日
の
出
舎
で
は
じ
め
て
行
事
の
担
当

に
立
候
補
し
ま
し
た
。納
涼
祭
や
ク
リ
ス

マ
ス
と
か
他
に
も
担
当
が
あ
っ
た
け
ど
、

私
は
昔
か
ら
友
達
と
お
菓
子
を
作
っ
た

り
す
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
お
菓

子
作
り
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。本
番
前

　

泉
の
家
で
は
、
日
々
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
生
活
介
護
で
は
利
用
者
の

方
と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
を
し
た
り
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
は
作
業
の
お
手

伝
い
を
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
、
長
年
泉
の
家
と
交
流
が

あ
る
近
隣
の
こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園
の
お
母

様
方
の
『
あ
す
な
ろ
会
』
と
い
う
団
体

様
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の

方
々
を
迎
え
て
、
幼
稚
園
の
行
事
で
使

用
す
る
お
魚
を
生
活
介
護
の
活
動
で
作

泉
の
家
だ
よ
り

玉
堤
分
場
だ
よ
り

　

�

利
用
者　

小
峰　

麻
耶
さ
ん

　

今
年
の
旅
行
は
、千
葉
の
鴨
川
方
面
に

1
泊
２
日
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。日
の
出

舎
を
出
発
し
て
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
行
き
ま
し
た
。海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

す
ご
く
新
鮮
で
し
た
。そ
の
後
黒
船
亭
に

て
昼
食
を
と
っ
て
、す
ご
く
豪
華
で
食
べ

た
こ
と
が
な
い
も
の
ば
か
り
で
美
味
し

か
っ
た
で
す
。海
の
幸
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。特
に
鯛
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。1
日
目
の
メ
イ

ン
の
フ
ェ
リ
ー
で
す
が
、私
は
普
段
電
動

車
椅
子
で
行
動
し
て
い
ま
す
。船
に
乗
っ

た
記
憶
が
な
く
、フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
の

が
初
め
て
で
、「
海
の
上
は
こ
ん
な
に
揺

れ
る
ん
だ
ー
」と
思
い
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。ま
た
ホ
テ
ル
三
日
月
で
は
、全
て
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
電
動
車
椅
子
で
も
動

き
や
す
く
、大
浴
場
に
も
入
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。お
部
屋
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

大
き
い
電
動
車
椅
子
で
も
移
動
し
や
す

か
っ
た
で
す
。宴
会
会
場
の
と
こ
ろ
も
大

「
１
袋
の
ク
ッ
キ
ー
が
で
き
る
ま
で
」

り
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
が
和
気
藹
々
と
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
活
動
さ
れ
、
終
了
時
に
は

テ
ー
ブ
ル
毎
に
完
成
し
た
魚
の
数
を
競

い
合
っ
て
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今

回
目
標
数
も
、
一
人
一
人
の
協
力
に

よ
っ
て
達
成
し
、
皆
で
喜
び
を
共
有
し

ま
し
た
。

　

泉
の
家
で
は
、
こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
お
力
で
活
動
が
よ
り
一

層
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
お
越
し
い
た

だ
け
る
施
設
で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
徳
富　

聡
士
）

　

６
月
、７
月
に
、東
京
近
郊
を
巡
る
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
、お
台
場
観
光
、ホ
テ
ル
で
の
宴
会

な
ど
、利
用
者
の
方
も
職
員
も
楽
し
い
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
お
台
場
観
光
は
、班
ご
と
に

目
的
地
を
決
め
、自
由
に
観
光
し
ま
し

た
。景
色
を
見
に
行
っ
た
方
、た
く
さ
ん

お
買
い
物
を
し
た
方
、美
味
し
い
も
の
を

食
べ
た
方
な
ど
…

　

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
楽
し
み
方
が

で
き
た
よ
う
で
、帰
り
の
バ
ス
に
乗
り
込

む
と
、笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

�
（
須
永　

実
由
香
）

「
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
」

岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム

だ
よ
り

「
一
泊
旅
行
に
行
き
ま
し
た
」

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
ぞ
み
だ
よ
り

「
Ｇ
Ｈ
の
ぞ
み
誕
生
日
会
」

就
労
日
の
出
舎
だ
よ
り

「
就
労
日
の
出
舎
一
泊
旅
行
」

日
の
出
舎
だ
よ
り

「�

お
菓
子
作
り
イ
ベ
ン
ト
の
担
当
に

な
っ
て
良
か
っ
た
！
」

皆で楽しく創作活動

素敵な作品が出来ました

箱にクッキーを立ててラベルを貼ります

最高の笑顔！

お台場で記念撮影！

ビール片手にお祝い！

大好評でした
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２０１８年度も後半となり、利用者も職員も大切な思い出が増えてきました。機関誌いずみも、
利用者、沢山のご協力者の方々と作り上げた大切な思い出です。� 岡本福祉作業ホーム　真野編 集 後 記

2018 年 9 月～ 12 月  各事業所の予定表
行　事 販�売�会

19月01日（土）施設公開「Open the Door」（泉の家）

19月01日（土）施設公開「まるごとおかもと」（岡本）

19月24日（月）バーベキューイベント（就労日の出舎）

10月2日（火）～12月28日（金）
　　　　　　　 アートフェスタ2018（日の出舎）

10月04日（木）～5日（金）一泊旅行①（日の出舎）

11月01日（木）～2日（金）一泊旅行②（日の出舎）

１１月0９日（金）チェンバロ・ピアノコンサート（玉堤分場）

12月11日（火）年納会（岡本）

12月15日（土）クリスマス会（日の出舎、就労日の出舎）

１２月下旬　    クリスマス音楽祭（泉の家）

１２月２９日（土）～１月４日（金）冬季休暇

　9月01日（土）玉川福祉フェスティバル（玉堤分場）
　9月１５日～16日（土・日）ドミニコ学園祭委託販売（泉の家）
　9月22日（土）こひつじ祭り販売会（泉の家）
１０月0７日（日）駒沢大学スポーツフェスティバル（岡本）
１０月２０日（土）・２１日（日）尾山台フェスティバル（玉堤分場）
１０月２１日（日）パパルフェスティバル成城校（泉の家）
１０月２４日（水）いきいき世田谷文化祭（岡本）
１０月２５日（木）いきいき世田谷文化祭（泉の家、玉堤分場）
１０月27日（土）砧南小まつり（泉の家、岡本）
１０月３１日（水）民生児童委員大会（泉の家）
１１月0９日（金）～10日（土）
　　　　　　　　多摩産材魅力発見！フェア（就労日の出舎）
１１月１１日（日）パパルフェスティバル二子玉川校（泉の家）
１１月１１日（日）区民ハーフマラソン（泉の家）
１１月上旬       駒澤大学学園祭（泉の家）
１２月0９日（日）区民ふれあいフェスタ（泉の家、岡本）
１２月１２日（水）～1３日（木）

多摩産材利用拡大フェア2018（就労日の出舎）

＊社会福祉法人　泉会＊
法 人 本 部
泉 の 家

〒157-0076　世田谷区岡本2丁目33番23号
☎03（3417）3451（代）　FAX03（3417）3463

izumi@izumikai.jp
日 の 出 舎
就労日の出舎
相談日の出舎

〒190-0182　西多摩郡日の出町平井3030番
☎042（597）1451（代）　FAX042（597）2205

info@hinodesha.org
グループホーム
の ぞ み

〒197-0804　あきる野市秋川2-3-1
☎042（533）3608　FAX042（533）3609

岡 本 福 祉
作業ホーム

〒157-0076　世田谷区岡本2丁目33番24号
☎03（3415）3366（代）　FAX03（3415）4976

okamoto@izumikai.jp
相談支援センター
お か も と soudan-okamoto@izumikai.jp

玉 堤 分 場 〒158-0087　世田谷区玉堤2丁目3番1号
☎03（5707）9431（代）　FAX03（5707）9433

tamatutumi@izumikai.jp�

（岡本福祉作業ホーム内）

泉会をご支援いただいている皆様へ
～寄付受付口座開設のご案内～

　いつも泉会の事業にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。
　皆様のご支援により、泉会の各事業所が地域で信頼のある事業を展開してくることができ
ました。そして今年 11 月に新事業所として「コイノニアかみきた」がオープンします。深く
感謝申し上げます。
　さて、この度、寄付金受付専用の郵便振替口座を開設させていたただきました。皆様のご
支援は、私たちの経営理念「信頼と希望と愛の輪で社会をつなぎます」を実現させる大きな
力となります。引き続きよろしくお願い申し上げます。

郵便振替口座

口座番号：00170 － 5 － 673708
口 座 名：社

シャ

会
カイ

福
フク

祉
シ

法
ホウ

人
ジン

 泉
イズミ

会
カイ

予定は変更する可能性があります。行事・販売会については各事業所にお問合せください。


